
＊Wi-Fi 接続をおすすめします

当日、端末を使ってご自宅で視聴

（スマホ・タブレット・パソコンなど）

オンライン接続
可能な端末の準備

２日前までに
電話申込み

ふれあい町田ホスピタル
☎042ｰ798ｰ1121（代表）
東京都町田市小山ヶ丘1ｰ３ｰ8

お問合せ・ご予約

　身体機能に障害を抱えている方などに
対し、日常生活の自立や社会参加を目指し
て療法士が機能改善のためのセラピーを
行なうのが「リハビリテーション」です。今回
は、自宅で提供する「訪問リハビリテーショ
ン」の内容について説明します。

自宅で行なうリハビリテーション～訪問リハビリテーションの紹介～
事前申込みをしてWEB視聴参加方法

11月28日（金）15:00～15:30日 時

作業療法士米山 貴紘
リハビリテーション科
ふれあい町田ホスピタル

講 

師

医学講座 聴講無料・申込制

期間内であれば
いつ・何度でも
視聴ができます

スマホ／タブレット／パソコン
などを使って

動画配信ページにアクセス

こちらからの
アクセスが便利

大和成和病院 総務課
☎046ｰ278ｰ3855（直通）
神奈川県大和市南林間９ｰ８ｰ２

お問合せ

　心臓に酸素と栄養分を運んでいる重要
な血管である冠動脈が詰まり、血液が流れ
なくなって心筋が死んでしまう病気が、「心
筋梗塞」です。決して他人事ではありませ
ん。この病気の発症や危険性、治療などに
ついて、わかりやすく解説します。

本当は（に）こわい心筋梗塞
WEB動画で自由視聴参加方法

10月31日（金）から約１カ月間公開期間 講 

師
医師土井尻 達紀

循環器内科 主任部長
大和成和病院

医学講座 いつでも視聴可能

~387,000円
250,000円250,000円月

給

神奈川県綾瀬市深谷中１－４－１６

綾瀬厚生病院
☎0467-77-5111

詳しくはこちら

薬剤師  募集
病棟業務 当直なし 職員駐車場無料 保育所隣接

常 

勤

急募

退職補充
ではなく
業務拡張

残業少なめ（多くて月５時間程度）、医療費の補助制度が充実

常 勤 非常勤求人求人
看護補助看護補助 常 勤 非常勤

195,000円～月額 1,300円～時給
「介護職員初任者研修」修了者は尚可「介護職員初任者研修」修了者は尚可

人と接する仕事が好きな方にピッタリ！
安定した業界でぜひ活躍を。

042-798-1121
ふれあい町田ホスピタル

東京都町田市小山ヶ丘1-３-８詳細・ご応募はこちらから▶

急募

認知症を心配するなら

将来を考え早めの検査を
遅くともMCIの初期には

ふれあい町田ホスピタル

病的な忘れかどうか
もの忘れ専門外来で診察

の
見
当
が
つ
か
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
日
常
生
活

に
支
障
が
出
て
、
認
知
症
の
疑
い

が
あ
り
ま
す
」

脳
の
画
像
検
査
も

　
「
当
院
に
は
『
も
の
忘
れ
専
門

外
来
』
が
あ
り
、専
門
的
な
問
診
、

採
血
検
査
、
脳
の
画
像
検
査
な
ど

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
予
約
の

上
、
ご
来
院
く
だ
さ
い
」。

■
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ
ル

☎
０
４
２・７
９
８・１
１
２
１
㈹

町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
８

ル
で
は
、
脳
神
経
外
科
の
専
門
医

が
認
知
症
を
含
め
た
脳
の
病
気
の

診
断
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当

の
池
谷
義
守
医
師
の
お
話
を
紹
介

し
ま
す
。　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

　
（
池
谷
医
師
）「
忘
れ
る
こ
と
が

多
く
な
る
と
、そ
の
年
齢
か
ら『
認

知
症
』
を
心
配
さ
れ
る
方
は
少
な

く
な
い
の
で
す
が
、
年
齢
的
な
も

の
で
あ
っ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
が
影

響
し
て
い
た
り
、
う
つ
病
が
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

物
忘
れ
の
全
て
が
、
脳
の
病
気
に

よ
る
認
知
症
を
発
症
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
す
。

　

加
齢
に
よ
る
忘
れ
と
し
て
は
、

体
験
の
一
部
を
忘
れ
る
／
ヒ
ン
ト

を
与
え
ら
れ
る
と
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
る
、な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

時
間
や
場
所
の
見
当
が
つ
く
の
で

日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
は
な

く
、
本
人
に
自
覚
が
あ
る
忘
れ
で

す
。
そ
れ
に
対
し
、
体
験
全
体
を

す
っ
ぽ
り
忘
れ
て
い
る
／
新
し
い

出
来
事
を
記
憶
で
き
な
い
と
い
っ

た
場
合
は
、
加
齢
に
よ
る
も
の
と

は
違
っ
て
き
ま
す
。
時
間
や
場
所

　

高
齢
に
な
る
と
、
物
忘
れ
が
多

く
な
り
ま
す
。し
か
し
全
て
が「
認

知
症
」
に
よ
る
症
状
と
い
う
わ
け

で
は
な
く
、
専
門
的
な
診
断
に

よ
っ
て
忘
れ
の
状
態
を
適
切
に
理

解
し
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
ふ
れ
あ
い
町
田
ホ
ス
ピ
タ

害
」（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の
発
症
が
疑
わ

れ
ま
す
。

　

認
知
機
能
の
障
害
が
進
む
と
、

妄
想
・
幻
覚
・
徘
徊
な
ど
の
行
動

が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
周
囲
が

混
乱
し
、
本
人
の
尊
厳
も
傷
付
き

ま
す
。
こ
の
負
の
連
鎖
は
、
家
庭

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

遅
く
と
も
軽
度
認
知
障
害
の
初

期
の
段
階
か
ら
検
査
を
受
け
た

り
、
状
況
を
正
し
く
把
握
し
て
対

策
を
始
め
て
い
け
ば
、
大
き
な
混

乱
を
避
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。「
認
知
症
だ
と
思
わ
れ
た
く

な
い
」と
い
う
プ
ラ
イ
ド
よ
り
も
、

将
来
を
考
え
た
行
動
を
大
切
に
し

ま
し
ょ
う
。

誰
で
も
は
じ
め
は
自
覚
が
あ
る

　

物
忘
れ
は
、
言
葉
や
人
の
名
前

が
出
て
こ
な
か
っ
た
り
、
物
を
保

管
し
た
場
所
が
思
い
出
せ
な
く
な

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
の

回
数
が
多
く
な
っ
た
と
し
て
も
、

日
常
生
活
に
大
き
な
支
障
が
な
い

程
度
で
あ
れ
ば
、本
人
も
「
最
近
、

忘
れ
っ
ぽ
く
な
っ
た
な
あ
」
と
自

覚
し
、
忘
れ
が
起
こ
っ
て
い
る
こ

と
に
気
付
い
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
認
知
機
能
に
異
常
が
出

る
と
、
好
き
だ
っ
た
ド
ラ
マ
や
読

書
が
楽
し
く
な
く
な
っ
た
り
、
何

事
に
も
や
る
気
が
わ
か
ず
、
集
中

力
が
な
い
様
子
が
み
ら
れ
た
り
、

同
じ
話
を
す
る
こ
と
が
多
く
な
り

ま
す
。
そ
し
て
、
直
前
に
食
べ
た

物
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
口

座
の
暗
証
番
号
を
忘
れ
て
し
ま
う

よ
う
に
な
る
と
、「
軽
度
認
知
障

　

人
の
名
前
、
大
事
な
約
束
、
物

を
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
る
…
。

そ
の
よ
う
な
「
忘
れ
」
は
、
病
気

に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

認
知
症
の
進
行
の
様
子
を
知
り
、

早
め
の
対
策
を
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

ふれあい町田ホスピタル
もの忘れ専門外来担当

池谷 義守 医師

細
菌
の
塊
が
で
き
る

感
染
性
心
内
膜
炎
に
よ
る
弁
の
破
壊

脳
血
管
の
閉
塞
を
招
く
こ
と
も

　
　
　  

弁
膜
症
を
抱
え
て
い
る
人
は
注
意

　

 

虫
歯
か
ら
心
臓
の
感
染
症
発
症
も

大
和
成
和
病
院
　
田
畑
美
弥
子 
医
師

わ
た
っ
て
投
与
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
こ
の
治
療
を
し
て

も
感
染
が
お
さ
ま
ら
な
い
場
合

や
、
弁
の
破
壊
が
深
刻
な
時
は
、

手
術
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

で
す
か
ら
、
感
染
性
心
内
膜
炎

の
リ
ス
ク
が
あ
る
方
は
、
日
々
の

歯
の
ケ
ア
を
怠
ら
ず
、
虫
歯
や
歯

周
病
に
な
っ
た
ら
、
放
置
せ
ず
に

早
め
に
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
定
期

的
な
検
査
を
受
け
る
と
安
心
で

す
。

　

病
気
の
診
断
だ
け
で
な
く
、
心

臓
の
病
気
を
も
つ
こ
と
で
日
常
生

活
の
心
配
事
が
あ
る
方
も
、
お
気

軽
に
当
院
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
」。

■
大
和
成
和
病
院

☎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１
㈹

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

血
を
と
も
な
う
処
置
を
受
け
る
前

に
、
必
ず
医
師
に
ご
自
身
の
体
の

状
態
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。
感
染
性
心
内
膜
炎
は
、
遷

延
や
再
発
の
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
医
療
チ
ー
ム
が
し
っ
か
り
し

て
い
る
病
院
で
診
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
し
て
患
者
さ
ま

の
積
極
的
な
治
療
意
欲
も
、
同
じ

く
ら
い
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
」

日
頃
の
ケ
ア
で
予
防
を

　
「
感
染
性
心
内
膜
炎
の
治
療
は
、

高
容
量
の
抗
菌
薬
を
一
定
期
間
に

　
（
田
畑
医
師
）「
感
染
性
心
内
膜

炎
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
い
の
は
、

弁
膜
症
や
先
天
性
心
疾
患
を
抱
え

て
い
る
方
、
検
査
で
心
雑
音
に
異

常
を
指
摘
さ
れ
た
方
、
弁
膜
症
手

術
を
受
け
て
人
工
弁
な
ど
に
置
換

し
た
方
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
を
植
え

込
む
手
術
を
受
け
た
方
な
ど
で

す
。
歯
科
治
療
や
手
術
な
ど
の
出

　

心
臓
病
専
門
の
大
和
成
和
病
院
・
田
畑
美
弥
子
医

師
に
よ
る
「
感
染
性
心
内
膜
炎
」
に
つ
い
て
の
お
話

を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
〈
取
材
協
力
〉

リ
ス
ク
の
認
識
が
大
事

　

こ
の
病
気
は
、
以
前
か
ら
心
臓

の
弁
に
損
傷
を
抱
え
て
い
る
人
や

人
工
弁
を
入
れ
て
い
る
人
な
ど

が
、
歯
科
治
療
な
ど
の
出
血
を
と

も
な
う
処
置
に
よ
っ
て
血
液
に
細

菌
が
入
り
、
心
内
膜
に
到
達
す
る

こ
と
で
発
症
し
ま
す
。

　

症
状
は
、
長
期
に
わ
た
る
38
度

以
上
の
発
熱
や
、
疲
労
感
、
食
欲

不
振
、
体
重
の
減
少
、
関
節
痛
な

ど
が
あ
り
、
一
見
す
る
と
心
臓
の

病
気
と
は
思
え
な
い
も
の
ば
か
り

で
す
。
診
断
が
難
し
い
疾
患
の
一

つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
診
の
際

は
、
歯
科
な
ど
の
治
療
歴
が
診
断

の
手
が
か
り
に
な
る
場
合
が
あ
る

の
で
、
医
師
に
情
報
を
伝
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

か
な
い
た
め
、「
弁
膜
症
」
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
細
菌
の
塊
が
全
身
に
流

れ
て
い
く
と
、
心
臓
以
外
の
臓
器

で
塞
栓
症
状
を
起
こ

し
、
感
染
巣
を
形
成
し

ま
す
。
脳
の
血
管
が
閉

塞
す
る
と
「
脳
梗
塞
」

を
発
症
さ
せ
る
危
険

性
が
あ
り
、
脳
梗
塞
の

後
遺
症
と
同
じ
よ
う

に
、
手
足
の
ま
ひ
や
言

語
障
害
な
ど
を
抱
え

る
よ
う
に
な
っ
て
し

ま
う
人
も
い
ま
す
。

　

感
染
性
心
内
膜
炎
は
、
感
染
症

の
一
つ
で
す
。心
臓
に
あ
る
弁
が
、

細
菌
に
感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
ま
す
。
弁
が
正
常
に
働

　

心
臓
に
も
感
染
症
が
あ
り
ま
す
。「
感
染
性
心
内

膜
炎
」
は
、
心
臓
の
中
の
心
内
膜
に
生
じ
る
感
染
症

で
、
心
臓
の
弁
が
破
壊
さ
れ
る
病
気
で
す
。

大動脈弁

肺動脈弁
僧帽弁

三尖弁
（心内膜）

■ 先天性心疾患　■ 心雑音を指摘された人   
■ 弁膜症の既往　■ 人工弁の置換者
■ ペースメーカなどの植込み者    など 

主な発症
リスク

ゆうぜい

細菌の塊
（疣贅）

感染性心内膜炎 教えて！
田畑ドクター

大和成和病院
心臓血管外科 主任部長
田畑 美弥子 医師
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ふれあい保育園

0467-88-1263
（ふれあいグループ・連絡先）

総合問合せ・代表電話

さ
が
み
野

大   

和

綾   

瀬

町   

田

046-236-3650
海老名市東柏ケ谷2‒16‒11

046-274-9860
大和市南林間9‒４‒14 綾瀬市深谷中１‒４‒13

0467-71-1135 042-798-7170
町田市小山ヶ丘１‒3‒10

多
摩
境
駅

町田街道

京
王
線

エネオス トイザらスコストコ

ふれあい町田
ホスピタル

ココ

小山長池トンネル南

小山

文化会館

消防署大邸 比留川

綾瀬市役所前

42
綾瀬厚生
病院

綾瀬市役所

ココ南林間中
南林間小大和成和

病院

大和西高 車置き場

ココ
十一条通り南林間入口

さがみ野駅
南口相鉄線

40

さがみ野
中央病院

東柏ヶ谷

マルエツ

コミュニティセンター

ココ

随時、見学
受付中
随時、見学
受付中

要 予 約要 予 約

自然とふれあい、創造力が豊か
になる活動を大切にしています

季節を肌で感じながら伸び伸びと
成長できる保育を行なっています

少人数保育によって一人ひとり
の個性を伸ばせる環境です

気持ちに寄り添い共感することで
自発的な行動につなげています

さがみ野

町田

大和

綾瀬
7:30-18:30
日・祝・年末年始

休 園

8:00-19:00
日曜日休 園

7:30-18:30
日・祝・年末年始

休 園

7:30-18:30
日・祝・年末年始

休 園

生後10カ月から
２歳児が対象

ふれあいグループでの就業で保育料優遇

病院近くの保育
所で安心

園児募集

働くママ・パパを応援します

ふれ
あい保

育園

常勤スタッフ 数名

非常勤スタッフ 数名

介護職員初任者研修
（旧ホームヘルパー２級）

資格不問

横浜市鶴見区東寺尾4-4-22
ふれあい鶴見ホスピタル医療法人社団

康心会

給与などの詳細、ご応募はこちら▼

tsurumi@fureai-g.or.jp
045-586-1717看護補助 お仕事の

いつの時代も求められる
安定の職種に就きませんか？

気になりましたら、
まずはお問合せください

キャリアによって優遇あり

経験者を
積極採用

〈受付8：30～17：00〉
042-798-1121
machida-hosp@fureai-g.or.jp

ふれあい町田ホスピタル

東京都町田市小山ヶ丘１-3-8（多摩境駅・南大沢駅から無料バス通勤可能）

管理栄養士常勤スタッフ
１名募集

ご応募は
電話・メール・ホームペー

ジ

どれからでもOK！

植 栽植 栽
スタッフ募集スタッフ募集

年齢制限なし 時給1163円 パート（非常勤） 必要な資格なし

シニア応援！

ふれあいファーム
医療機関の敷地庭園や草花のお手入れ

☎ 0467-88-1263
 recruit@fureai-g.or.jp

経験者
優遇

詳しくは

まで！ 勤務地：町田市小山ヶ丘
お電話でご応募ください。
（メールでもOK）

病棟病棟OPEOPE 外来外来

年間休日 補助制度120日以上 医療費医療費対象大和成和病院 ◀こちらから確認！
担当部署・募集人数

看護師
募集

勤務：綾瀬厚生病院（綾瀬市深谷中1-4-16）での清掃業務　

わたしたちと一緒に働きませんか？

おそうじ好きさん！

パート・未経験
OK
常 勤

要自動車免許

シニア活
躍

お問合せ…リード商会 清掃事業部　 080-7646-1764（菅原）

応募連絡後、履歴書を郵送
〒194-0215 
東京都町田市小山ヶ丘１-３-７
採用担当者宛
☎042-798-2001
　 machida-rk@fureai-g.or.jp

介護老人保健施設 ふれあいの町田

応募連絡／電話またはメール
常勤スタッフ募集常勤スタッフ募集

勤務／日勤・夜勤
　　　（非常勤応相談）
資格／特になし
　　　　※介護資格所有者歓迎！
月給／213,000円～
　　　　＋介護加算手当 ほか
待遇／医療費補助制度 など

♦長期勤続によるキャリア形成のため、若年層を積極採用

介護士

　

○
…
今
年
（
２
０
２
５
年
）

１
月
に
着
任
し
、
弁
膜
症
、
大

動
脈
瘤
な
ど
の
手
術
だ
け
で
な

く
、
外
来
、
当
直
も
担
当
し
て

い
ま
す
。「
当
院
は
高
い
治
療

技
術
が
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
部

門
の
一
流
さ
で
も
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
救
命
の

緊
急
患
者
さ
ま
が
搬
送
さ
れ
た

際
に
、
看
護
師
を
は
じ
め
と
す

る
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
が

一
分
一
秒
で
も
早
く
手
術
を
開

始
で
き
る
よ
う
に
現
場
を
整
え

る
素
早
い
姿
が
あ
り
、
当
院
で

は
看
護
師
や
臨
床
工
学
技
士

な
ど
も
、
心
臓
手
術
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
す
。
こ
の

強
力
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

よ
っ
て
、
医
師
は
全
力
を
出
し

切
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」。

　

○
…
脳
神
経
外
科
医
の
父
を

「
休
日
で
も
夜
中
で
も
、
病
院

に
駆
け
つ
け
る
姿
を
傍
で
誇
ら

し
く
見
て
き
た
」と
話
し
ま
す
。

「
同
じ
よ
う
に
目
の
前
の
命
を

救
え
る
医
師
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
時
に
、
今
ま
さ
に

動
い
て
い
る
心
臓
を
治
療
す
る

『
心
臓
血
管
外
科
』
に
出
会
い

ま
し
た
。
一
挙
手
一
投
足
の
労

を
惜
し
ま
ず
、
治
療
に
向
か
っ

て
い
ま
す
」。

　

○
…
「
患
者
フ
ァ
ー
ス
ト
」

と
い
う
理
念
を
実
践
す
る
た
め

に
、
わ
か
り
や
す
い
説
明
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。「
来
院
し
た

時
点
で
、
患
者
さ
ま
は
少
な
か

ら
ず
不
安
を
抱
え
て
い
る
わ
け

で
す
か
ら
、
同
じ
目
線
で
も
の

を
考
え
お
話
し
す
る
こ
と
が
、

患
者
さ
ま
に
寄
り
添
う
第
一

歩
」
と
優
し
い
言
葉
で
語
り
ま

し
た
。

この「人」に聞く

   

一
分
一
秒
争
う
治
療
で
も

　 

　
　
全
集
中
で
き
る
絶
対
的
現
場

齋藤 真人 医師
 （さいとう まなと）　　　　

大和成和病院
【心臓血管外科】

日本外科学会 外科専門医
腹部ステントグラフト 実施医・指導医

　　　　　　　　　　　　　　   ほか

飲
酒
が
心
血
管
に
与
え
る
影
響

誰
も
が「
百
薬
の
長
」と
は
限
ら
な
い

大
和
成
和
病
院 

齋
藤
医
師

　

大
和
成
和
病
院
で
心
臓
血
管
外
科
を
担
当
し
て
い

る
齋
藤
真
人
医
師
＝
今
号
「
こ
の
人
に
聞
く
」
で
紹

介
＝
に
よ
る
心
血
管
と
飲
酒
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
齋
藤
医
師
）「
こ
れ
か
ら
の
時

期
は
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
体
に
ア
ル
コ
ー

ル
を
摂
取
す
る
こ
と
は
、
心
臓
と

導
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

心
血
管
（
心
臓
や
血
管
）
の
専

門
病
院
で
あ
る
大
和
成
和
病
院
で

は
、
飲
酒
量
を
含
め
、
受
診
者
さ

ま
か
ら
の
不
安
や
疑
問
に
つ
い
て

の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
心
配
事
を
一
つ
で
も
多

く
取
り
除
い
て
い
く
こ
と
は
、
当

院
の
大
事
な
役
割
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
」。

取
材
協
力
／
大
和
成
和
病
院

☎︎
０
４
６・２
７
８・３
９
１
１
㈹

大
和
市
南
林
間
９
の
８
の
２

鶴
間
駅
・
南
林
間
駅
か
ら
無
料
の

病
院
バ
ス
を
運
行
中

血
管
に
複
雑
な
影
響
を
与
え
ま

す
。

　

適
量
の
飲
酒
（
エ
タ
ノ
ー
ル

換
算
で
１
日
約
20
ｇ
以
下
）
で

は
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
の
増
加
、

イ
ン
ス
リ
ン
感
受
性

の
改
善
、
血
小
板
凝

集
の
抑
制
な
ど
を
通

じ
て
、
冠
動
脈
疾
患

の
リ
ス
ク
が
軽
減
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
冠
動
脈
と
は
、

心
臓
に
栄
養
を
送
っ

て
い
る
血
管
の
こ
と
で
す
。
特
に

地
中
海
料
理
と
組
み
合
わ
せ
た
適

量
の
赤
ワ
イ
ン
の
摂
取
は
、
抗
酸

化
作
用
の
あ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

を
含
む
の
で
、
動
脈
硬
化
の
予
防

に
期
待
で
き
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
」

多
量
に
な
る
ほ
ど
リ
ス
ク
高

　
「
し
か
し
過
剰
な
飲
酒
は
交
感

神
経
活
性
を
亢
進
さ
せ
て
、
血
圧

の
上
昇
や
心
房
細
動
、
ア
ル
コ
ー

ル
性
心
筋
症
、
脳
卒
中
の
リ
ス
ク

を
高
め
ま
す
。
ま
た
、
飲
酒
量
が

多
い
ほ
ど
心
血
管
疾
患
に
よ
る
死

亡
率
の
上
昇
（
Ｊ
カ
ー
ブ
現
象
＝

右
下
グ
ラ
フ
）
が
見
ら
れ
、
完
全

に
無
害
な
ア
ル
コ
ー
ル
量
は
存
在

し
な
い
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
“
薬

に
も
毒
に
も
な
る
存
在
”
と
い
う

こ
と
で
す
。
飲
酒
習
慣
が
な
い
方

が
予
防
目
的
で
始
め
る
必
要
は
な

く
、
既
に
心
臓
病
を
お
抱
え
の
方

は
、
飲
酒
量
に
つ
い
て
医
師
の
指

心臓血管外科
齋藤 真人 医師月曜日～土曜日

9：00～12：00
14：00～17：00

午前

午後

外来診察

 外来担当
 水曜日午後

医療法人社団 公仁会  

大和成和病院
☎046-278-3911

ビール 500ml…20g
日本酒１合…20g

純アルコール
換 算 例

女性
男性

0 0-9
0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

10-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-

相対危険度

純アルコール摂取量（ｇ）/日

1.00

1.00
0.88

0.88 0.84

0.94

0.93

1.13

1.01 1.06
1.20

1.37
1.33

1.47 1.47
1.58

飲酒量と死亡危険度
厚労省「アルコール健康障害に係る参考資料」参照
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医療法人社団公仁会 介護老人保健施設

成和ナーシングプラザ

大和市南林間9-8-9
（無料シャトルバスあり）

n-jimu@fureai-g.or.jp

046-272-1515

お気軽にお問合せください。

介護福祉士

介護士

常
勤22.5万円～

非
常
勤1３５０円

月給
例

時給
例

南林間駅・鶴間駅から無料シャトルバス通勤が可能。
もちろんマイカー通勤もOK！安心の保育施設完備。

年間休日
124日 ボーナス

4カ月分/年
（昨年実績）

年間休日とボーナスは常勤

介護士
さん大募

集！
介護福

祉士・介
護職員

初任者
研修修

了者

（ホーム
ヘルパー

2級）

勤務時間や待遇の詳細、
ご応募はこちらから▼

（総務課・赤岡）同院
詳細は、下記へお問合せください

045-761-3581

看護師
求む！求む！ 康心会汐見台病院（横浜市磯子区）

■ 子育て世代から管理職世代まで募集
■ ケアミックス型の総合病院
■ 経験に応じて給与は応相談
■ 院内保育園を完備

書類 面接選考

安定の仕事
医療・介護 消防設備点検系施設での

（株）エフ.アンド.ユアライフ
本社所在地：神奈川県茅ヶ崎市円蔵370

☎0467-84-6680
FandY@fureai-g.or.jp

甲種消防設備士 
普通自動車免許

募集
会社

応募
先

必須経験により給与を考慮　　多数の資格所有者は厚遇！
病棟業務が中心病棟業務が中心20～50代

積極採用

薬剤師薬剤師 募 

集

大和成和病院 ☎046-278-3911 神奈川県大和市南林間９－8－2

循環器の単科病院での勤務循環器の単科病院での勤務

待遇など詳しくはこちら

大・大・大
   チャンス！

と
が
で
き
、
放
課
後
の
雰
囲
気
も

体
感
で
き
ま
す
。

将
来
を
思
い
描
け
る

　

同
校
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の
よ

う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
平
日
の
夕
方
に
学
校
説
明
会

を
開
催
す
る
こ
と
で
、
茅
ヶ
崎
看

　

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校
は
、
11

月
と
12
月
の
学
校
説
明
会
を
平
日

の
夕
方
に
開
催
し
ま
す
＝
左
表
参

照
。
土
日
に
予
定
が
つ
ま
っ
て
い

て
も
、
参
加
し
や
す
い
日
程
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
催
当
日
は
、
学
生
た
ち
の
普

段
の
学
校
生
活
の
様
子
を
見
る
こ

  
平
日
夕
方
の
学
校
説
明
会
は

　
　

日
常
を
知
れ
る
絶
好
の
機
会

茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

第３回AO入試
11/25
     ~12/512/13

（発表 12/23）
土

火
金

試
験
日

受 

付
社会人もエントリー可！

11/25火
16：00～18：00

12/16火
16：00～18：00

12/23火
16：00～18：00

お申込み

入試相談室 
☎0467-86-6011

茅ヶ崎看護専門学校
茅ヶ崎市今宿３９０

茅ヶ崎看護
専門学校 学校説明会

護
専
門
学
校
の
リ
ア
ル
な
日
常
と

生
活
感
を
知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好

の
機
会
に
な
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
看
護
学
生
に
な
っ
た
姿
を
ご

自
身
で
し
っ
か
り
と
イ
メ
ー
ジ
す

る
た
め
に
、
大
事
な
こ
と
だ
と
考

え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

本
校
の
受
験
者
は
、
ほ
と
ん
ど

が
学
校
説
明
会
に
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
説
明
会
で
は
入
試
対
策
や

面
接
試
験
の
ポ
イ
ン
ト
だ
け
で
な

く
、
学
費
や
奨
学
金
に
つ
い
て
も

丁
寧
に
お
伝
え
し
ま
す
。
こ
の
春

に
入
学
を
検
討
し
て
い
る
方
の
ほ

か
、
看
護
師
に
つ
い
て
興
味
が
あ

る
高
校
１
・
２
年
生
の
方
、
社
会

人
の
方
、
看
護
師
に
な
ろ
う
か

迷
っ
て
い
る
方
ま
で
、
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
に
は
予
約

が
必
要
で
す
の
で
、
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
」。

■
茅
ヶ
崎
看
護
専
門
学
校

☎
０
４
６
７・８
６・６
０
１
１

茅
ヶ
崎
市
今
宿
３
９
０

　

介
護
福
祉
士
は
、
介
護
を
必
要

と
し
て
い
る
人
の
食
事
や
、
入
浴

を
は
じ
め
と
す
る
日
常
生
活
を
支

え
、
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
そ
の

人
ら
し
い
暮
ら
し
を
守
る
専
門
的

な
仕
事
で
す
。

　

介
護
福
祉
学
科
で
将
来
の
介
護

福
祉
士
を
育
成
し
て
い
る
「
医
療

ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校
」

の
ス
タ
ッ
フ
の
お
話
を
紹
介
し
ま

す
。活

躍
の
場
は
次
々
と
広
が
る

　
「
介
護
福
祉
士
は
、
人
と
人
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
『
あ
り
が
と

う
』
と
い
う
心
か
ら
の
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
職
業
で
す
。
そ
の
お
言
葉
は

何
よ
り
の
や
り
が
い
で
あ
り
、
自

分
の
存
在
が
誰
か
の
支
え
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
学
生
に
介
護
の
専

門
的
な
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け

て
い
き
ま
す
。
医
療
や
福
祉
の
現

場
で
は
、
実
力
あ
る
人
材
が
求
め

ら
れ
る
か
ら
で
す
。
そ
の
専
門
性

を
も
っ
て
い
れ
ば
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
し
て
働
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
現
場

の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
り
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
道

も
ひ
ら
け
る
で
し
ょ
う
。
地
域
に

貢
献
す
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
人
の
暮
ら
し
と
笑
顔
を
つ

く
る
誇
り
あ
る
仕
事
に
つ
い
て
、

着
実
な
ス
キ
ル
を
本
校
で
習
得
し

ま
せ
ん
か
」。

■
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門

学
校

☎
０
４
２・７
４
４・９
７
１
１

相
模
原
市
南
区
上
鶴
間
本
町
３
の

18
の
27（
町
田
駅
か
ら
徒
歩
１
分
）

  

相
手
の
笑
顔
を
つ
く
る

　

誇
り
あ
る
介
護
福
祉
士
の
仕
事

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

　

高
齢
化
が
進
む
日
本
で
は
、
介

護
の
力
が
社
会
を
支
え
る
大
切
な

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

心
と
し
て
活
躍
す
る
専
門
職
が
、

「
介
護
福
祉
士
」
で
す
。
国
家
資

格
の
一
つ
で
す
。

実
習
に
力
を
入
れ
て
い
る

介
護
老
人
保
健
施
設
・
ふ
れ
あ
い
の
町
田

自
由
も
楽
し
み
も
多
い
通
所
リ
ハ

食
事
は
毎
日
、選
択
制

サ
ポ
ー
ト
？
そ
れ
と
も
治
療
？

老
健
入
所
と
病
院
療
養
の
違
い

る
も
の
で
す
。）

　

他
に
も
、
手
芸
や
麻
雀
、
オ
セ

ロ
、
将
棋
、
卓
球
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
同
施
設
で

は
楽
し
み
な
が
ら
、
心
身
機
能
の

維
持
・
向
上
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
縛
ら
れ
た

も
の
で
は
な
く
、
利
用
者
が
選
択

で
き
る
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

自
分
の
希
望
が
か
な
う
満
足
感

　

同
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
次
の

よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。「
利
用

時
間
は
、
基
本
的
に
は
10
時
か
ら

16
時
ま
で
で
す
が
、
こ
れ
よ
り
も

長
い
時
間
、
ま
た
は
短
い
時
間
で

の
ご
利
用
も
可
能
で
す
。
ご
自
身

の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
時
間

帯
で
、
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

食
事
も
２
種
類（
主
に
肉
か
魚
）

か
ら
選
べ
る
の
で
、
そ
の
日
の
気

分
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　

当
施
設
は
、
要
支
援
１
・
２
、

要
介
護
１
以
上
の
方
を
対
象
と
し

て
い
る
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
で
す
。
介
護
認
定
さ
れ
て
い
る

方
は
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
見

学
に
お
出
で
く
だ
さ
い
」。

介
護
老
人
保
健
施
設
ふ
れ
あ
い
の

町
田
☎
０
４
２・７
９
８・２
０
０

１
町
田
市
小
山
ヶ
丘
１
の
３
の
７

士
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
行
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
態
に
合
わ
せ
て
、

具
体
的
な
機
能
訓
練
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　

同
施
設
で
は
、
手
先
な
ど
の
訓

練
の
一
環
と
し
て
、
広
い
中
庭
で

季
節
の
花
木
や
野
菜
を
育
て
て
い

ま
す
。
利
用
者
か
ら
好
評
の
企
画

で
、「
土
い
じ
り
が
好
き
だ
け
ど
、

今
は
自
分
一
人
で
で
き
る
か
わ
か

ら
な
い
。
ス
タ
ッ
フ
と
一
緒
に
で

き
る
と
安
心
」「
園
芸
環
境
が
身

近
に
な
い
の

で
、
楽
し
い

し
、
育
て
る

こ
と
で
定
期

的
に
通
う
目

的
に
な
る
」

と
の
声
も
あ

り
ま
す
。（
感

想
は
個
人
に
よ

　
普
段
は
自
宅
で
暮
ら
し
て
い
る

人
が
、
定
期
的
に
施
設
に
通
っ
て

必
要
な
身
体
機
能
訓
練
を
受
け
る

「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」。

介
護
老
人
保
健
施
設
の
「
ふ
れ
あ

い
の
町
田
」
で
は
、
専
門
的
な
リ

ハ
ビ
リ
の
ほ
か
に
も
、
多
く
の
内

容
を
そ
ろ
え
て
、
楽
し
く
過
ご
せ

る
よ
う
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

家
庭
菜
園
も
リ
ハ
ビ
リ
に

　

リ
ハ
ビ
リ
は
、
利
用
者
と
療
法

　

町
田
市
小
山
ヶ
丘
に
あ
る
介
護
老
人
保
健
施
設

「
ふ
れ
あ
い
の
町
田
」
に
は
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
利
用
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

う
に
な
る
た
め
の
支
援
や
訓
練
が

目
的
で
す
。
そ
の
た
め
、
ベ
ッ
ド

で
の
食
事
で
は
な
く
、
三
食
全
て

を
食
堂
で
提
供
し
た
り
、
午
前
と

午
後
に
お
や
つ
の
時
間
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

用
意
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
入
所
だ
け
で
は
な

く
、
自
宅
か
ら
定
期
的
に
通
っ
て

リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る
〈
通
所
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
〉
や
、
一
週
間

程
度
の
入
所
で
支
援
を
受
け
る

〈
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
〉
も
あ
り
ま

す
。

　

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
本
人

の
状
態
や
家
族
の
事
情
に
よ
っ

て
、
幅
広
く
利
用
で
き
ま
す
。

〈
入
所
〉
し
て
、
生
活
行
動
全
般

に
わ
た
る
支
援
を
受
け
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
身
体
機
能
訓
練
）

に
よ
っ
て
、
自
宅
復
帰
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

自
宅
に
戻
る
た
め
の
訓
練

　

病
院
で
の
入
院
生
活
は
、

治
療
が
目
的
で
す
が
、
介
護

老
人
保
健
施
設
で
の
入
所
生

活
は
、
自
宅
で
暮
ら
せ
る
よ

　
「
介
護
老
人
保
健
施
設
」（
老
健
）

で
は
、
要
介
護
１
以
上
の
認
定
を

受
け
た
人
が
、
施
設
で
寝
泊
ま
り

• 入所
• ショートステイ
                      など

• 通所リハビリ
　テーション

施設に寝泊まりして、
丸１日の生活支援を受ける

定期的に通い、自分に必要な
機能訓練を受ける

自宅での暮らしに戻ること
を目的とした訓練のため、
起床から就寝まで、全ての
生活行動をサポート

自宅でより良い日常生活を
送るために、実践的な訓練
を提供

入所

通所

介護老人保健施設
通称「老健」

ろうけん

手
の
機
能
が
向
上
し
ス
タ
ッ
フ
に
演
奏
を
披
露
す
る
利
用
者 取材協力

3



参加には、事前に電話予約が必要

さがみ野駅
南口徒歩５分

さがみ野中央病院
１階

リハビリテーション室会
場

さがみ野駅
南口

マルエツ
東柏ヶ谷

相鉄線

246

会場
ココ

さがみ野中央病院
☎046ｰ233ｰ5110（代表）
神奈川県海老名市東柏ケ谷６ｰ20ｰ20

お問合せ・ご予約

　病院では多種多様な検査を行なってい
ますが、その一つ「超音波検査」は超音波
を体に当てて内臓を調べる検査です。エ
コー検査とも呼ばれています。検査の注意
点のほか、超音波によって肝臓の病気がど
う見えるかを画像を使ってお伝えします。

超音波検査について ～肝臓を中心に～

会場にて聴講（完全予約制）参加方法

11月26日（水）13:00から日 時

臨床検査技師新井 智貴
検査科
さがみ野中央病院

講 

師

医学講座 要予約・参加無料

参加には、前日までに電話予約が必要

綾瀬厚生病院
産婦人科棟
４階多目的室会

場

綾瀬
市役所

文化会館

消防署

早川

東名高速道路

会場
ココ

42

城山公園

綾瀬大橋
入口 

綾瀬厚生病院
☎0467ｰ77ｰ5111（代表）
神奈川県綾瀬市深谷中１ｰ４ｰ16

お問合せ・ご予約

　冬場に多く発生する「ヒートショック」と
は、急激な温度差によって体が大きな負担
を抱え、命に関わる症状を引き起こす現象
をいいます。起こりやすい状況や原因を知
り、日頃から予防対策を行なっていくことで
安全な冬を迎えましょう。

ヒートショック 未然に防ごうお風呂事故
会場にて聴講（事前予約制）参加方法

11月28日（金）15:00～16:00日 時 講 

師 看護師後藤さやか
綾瀬厚生病院

医学講座 どなたも参加無料

0467-77-5111
職員駐車場も無料です非常勤看護師の時給UPしました！

文化会館
消防署

42
綾瀬市役所

ココ
綾瀬厚生病院
⬅ 詳細はこちら⬅ 詳細はこちら

増床

OPEN
回復期リハ病棟

スタート
メンバー
スタート
メンバー大 募 集

常勤
非常勤
保育所あり

ほか薬剤師MSW 検査技師看護師

046-233-5110

看護師または准看護師

保育園が無料！

車通勤もOK♪

医療法人社団 
さがみ野中央病院
 （相鉄線「さがみ野駅」から徒歩5分）

募  集

勤務地

いずれかの
免許必須

地域病院（さがみ野中央病院）の看護師募集

応募はお電話またはQRコードから応募はお電話またはQRコードから

◀

さ
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

原
因
の
一
つ
に
は
、
普
段
か
ら

の
姿
勢
の
悪
さ
と
運
動
不
足
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
猫
背
と

い
わ
れ
る
頭
が
体
よ
り
前
に
出
て

い
る
姿
勢
を
し
て
い
る
方
は
、
注

意
が
必
要
で
す
。
実
は
意
外
に
多

く
の
方
が
、
デ
ス
ク
ワ
ー
ク
や
家

事
に
よ
っ
て
無
意
識
に
猫
背
に

な
っ
て
い
ま
す
。
気
付
い
た
時
に

そ
の
都
度
、
姿
勢
を
な
お
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ラ
ジ
オ
体

操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
の
運
動
習

慣
は
、
複
雑
な
構
造
を
し
て
い
る

肩
の
組
織
の
炎
症
や
癒
着
を
予
防

す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
」

リ
ハ
ビ
リ
を
組
み
合
わ
せ
て

　
「
さ
が
み
野
中
央
病
院
に
は
整

形
外
科
が
あ
り
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
と
連
携
し
て
い
ま
す
。

医
師
に
よ
る
診
療
だ
け
で
な
く
、

専
門
的
な
リ
ハ
ビ
リ
療
法
に
よ
っ

て
、
肩
関
節
の
痛
み
を
緩
和
す
る

施
術
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
肩
に

つ
ら
さ
を
感
じ
た
ら
、
お
早
め
に

当
院
を
ご
受
診
く
だ
さ
い
」。

■
さ
が
み
野
中
央
病
院

☎
０
４
６・２
３
３・５
１
１
０
㈹

海
老
名
市
東
柏
ケ
谷
６
の
20
の
20

駐
車
場
あ
り

施
術
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
担
当

ス
タ
ッ
フ
（
栗
澤
高
輝
理
学
療
法

士
）
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

長
引
く
こ
と
が
つ
ら
い

　
「
四
十
肩
・
五
十
肩
と
呼
ば
れ

る
『
肩
関
節
周
囲
炎
』
は
そ
の
痛

み
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
困
っ
て

し
ま
う
の
は
治
る
ま
で
の
時
間
の

長
さ
で
す
。
発
症
か
ら
１
年
以
上

か
か
る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
そ

の
間
の
不
自
由
さ
と
痛
み
の
つ
ら

　
「
四
十
肩
・
五
十
肩
」
と
呼
ば

れ
る
肩
関
節
周
囲
炎
は
、
肩
が
痛

み
、
動
き
が
制
限
さ
れ
る
肩
関
節

の
症
状
で
す
。
中
年
世
代
（
40
～

60
代
）
に
発
症
し
や
す
く
、
痛
み

で
夜
間
に
目
が
覚
め
る
人
も
い
ま

す
。
十
分
に
腕
を
上
げ
ら
れ
ず
、

生
活
に
大
き
な
支
障
が
出
ま
す
。

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
国
家

資
格
を
も
つ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
の
療
法
士
が
、
医
師
の
指
示
に

基
づ
い
て
肩
の
悩
み
に
効
果
的
な

肩
関
節
の
周
囲
の
組
織
に
炎
症
が

起
こ
り
ま
す
。
肩
関
節
の
動
き
を

よ
く
す
る
袋
で
あ
る
「
肩
峰
下
滑

液
包
」
や
、
関
節
を
包
む
袋
「
肩

関
節
関
節
包
」
が
癒
着
す
る
と
、

さ
ら
に
動
き
が
悪
く
な
り
ま
す

（
拘
縮
ま
た
は
凍
結
肩
）。
こ
れ
ら

が
痛
み
に
な
る
の
で
す
。

　

診
断
は
、
圧
痛
の
部
位
や
肩
関

節
の
動
き
の
状
態
を
み
て
、
Ｘ
線

撮
影
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
、
関
節
造
影

検
査
、
超
音
波
検
査
な
ど
に
よ
っ

て
行
な
わ
れ
ま
す
。
石
灰（
沈
着
）

性
腱
炎
や
腱
板
断
裂
、
上
腕
二
頭

筋
長
頭
腱
損
傷
な
ど
の
他
の
病
態

と
の
鑑
別
も
行
な
う
こ
と
で
、
具

体
的
な
治
療
方
法
が
定
め
ら
れ
て

い
き
ま
す
。

囲
炎
」（
い
わ
ゆ
る
「
五
十
肩
」）

の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
寝
返
り

だ
け
で
も
痛
み
、
眠
れ
ず
、
不
眠

に
悩
む
人
も
い
る
ほ
ど
で
す
。

ど
の
組
織
の
痛
み
か

　

関
節
を
構
成
す
る
骨
・
軟
骨
・

靱
帯
・
腱
な
ど
が
老
化
す
る
と
、

　

髪
を
結
っ
た
り
、
服
を
着
替
え

る
時
に
、
肩
が
痛
み
、
動
き
が
不

自
由
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ

の
よ
う
な
症
状
は
、「
肩
関
節
周

肩峰下滑液包
の炎症

鎖骨

腱板

上腕二頭筋長頭腱

肩甲骨

上腕骨
肩関節関節包
の癒着

肩関節関節包
の癒着

肩の

さがみ野中央病院
046-233-5110

海老名市東柏ケ谷６-20-20

最寄駅/さがみ野駅または相模大塚駅

お早めにご相談を！

 違和感・痛み

関
節
で
起
こ
る
癒
着
や
炎
症

急
な
発
症「
四
十
肩
・五
十
肩
」

さ
が
み
野
中
央
病
院

肩
痛
に
薬
以
外
の
専
門
療
法
も

効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

さ
が
み
野
中
央
病
院
で
は
、
肩
関
節
周
囲
炎
（
い

わ
ゆ
る
「
四
十
肩
・
五
十
肩
」）
に
対
す
る
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。 〈
取
材
協
力
〉

　

中
年
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
何
も
な
か
っ
た
の
に

急
に
不
具
合
を
抱
え
る
こ
と
が
あ
る
「
肩
」。
肩
は

関
節
や
組
織
が
複
雑
な
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

綾
瀬
厚
生
病
院
の
内
視
鏡
検
査

20
分
程
度
、寝
な
が
ら
Ｏ
Ｋ

取
材
協
力

年
に
一
度
は
受
け
よ
う
！

有
能
な
内
視
鏡
検
査

カ
メ
ラ
で
消
化
管
を
チ
ェ
ッ
ク

　

内
視
鏡
に
は
、
上
部
消
化
管
（
食
道
や
胃
な
ど
）

を
見
る
た
め
の
も
の
と
、
下
部
消
化
管
（
結
腸
や
直

腸
な
ど
）
を
見
る
た
め
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

綾
瀬
厚
生
病
院
で
は
、
内
視
鏡
検
査
を
行
な
っ
て
い

ま
す
。
発
見
し
た
病
変
は
、
即
時
に
切
除
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。
担
当
の
田
中
医
師
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
内
視
鏡
」
と
は
、
細
い
管
に

小
型
カ
メ
ラ
（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
や
レ
ン

ズ
を
内
蔵
し
た
医
療
機
器
で
す
。

口
や
鼻
、
あ
る
い
は
肛
門
か
ら
、

太
さ
１
㎝
程
度
の
細
長
い
管
を
挿

入
し
、
食
道
や
胃
、
十
二
指
腸
、

　
「
当
院
の
上
部
消
化
管
内
視
鏡

検
査
は
、
口
か
ら
行
な
う
『
経
口

検
査
』
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
食

道
・
胃
・
十
二
指
腸
を
調
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
苦
手
意
識
が
あ

る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま

す
が
、
当
院
の
検
査
は
、
入
室
か

ら
退
室
ま
で
15
分
程
度
で
す
む
よ

う
に
配
慮
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
は
大
腸
の
内
部
を
、
カ
メ
ラ

を
使
っ
て
観
察
し
ま
す
。
必
要
が

あ
れ
ば
、
内
視
鏡
で
治
療
を
行
な

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

上
部
内
視
鏡
検
査
で
は
モ
ニ

タ
ー
を
通
し
て
、
食
道
や
胃
な
ど

　

下
部
消
化
管
内
視
鏡
で
は
、
肛

門
か
ら
大
腸
内
を
検
査
し
ま
す
。

こ
ち
ら
も
20
分
程
度
で
行
な
う
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
が
、
検
査
中

に
ポ
リ
ー
プ
な
ど
が
見
つ
か
っ
た

場
合
は
、
そ
の
場
で
切
除
す
る
治

療
行
為
に
進
む
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
発
見
し
た
ポ
リ
ー
プ
の
数

や
場
所
に
よ
っ
て
、
目
安
よ
り
長

く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
」

即
時
、
切
除
も
可
能

　
「
点
滴
で
鎮
静
剤
を
使
用
し
な

が
ら
実
施
し
ま
す
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
受
診
者
さ
ま
は
寝
な
が
ら
内

視
鏡
検
査
（
ま
た
は
治
療
）
を
受

け
て
い
ま
す
。
抱
い
て
い
た
恐
怖

感
や
苦
痛
は
、
寝
て
し
ま
っ
て
わ

か
ら
な
い
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

内
視
鏡
検
査
は
、
抱
え
て
い
る

不
安
な
症
状
が
特
に
な
く
て
も
、

年
に
一
度
は
受
け
ら
れ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
、
日
本
人
が
か
か
り
や
す
い
胃

が
ん
や
大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
に

有
効
だ
か
ら
で
す
。

　

当
院
で
は
、毎
週
水
曜
日
午
前
、

毎
週
木
曜
日
午
前
、
隔
週
木
曜

日
午
後
に
、
内
視
鏡
の
検
査
・
治

療
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
病
理

検
査
で
異
常
が
見
つ
か
っ
た
場
合

は
、
手
術
・
入
院
も
可
能
で
す
の

で
、
内
視
鏡
検
査
は
ぜ
ひ
当
院
で

お
受
け
く
だ
さ
い
」。

■
綾
瀬
厚
生
病
院

☎
０
４
６
７・７
７・５
１
１
１
㈹

綾
瀬
市
深
谷
中
１
の
４
の
16

無
料
駐
車
場
あ
り

の
消
化
管
粘
膜
を
映
像
で
観
察
す

る
の
で
、
食
道
が
ん
や
胃
が
ん
の

早
期
発
見
に
役
立
つ
ほ
か
、
逆
流

性
食
道
炎
、
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸

潰
瘍
な
ど
の
診
断
に
も
活
躍
し
ま

す
。
下
部
内
視
鏡
検
査
は
、
大
腸

ポ
リ
ー
プ
や
大
腸
が
ん
、
炎
症
性

腸
疾
患
な
ど
の
診
断
に
大
き
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

日
本
人
に
多
い
胃
・
大
腸
が
ん

　

２
０
２
０
年
の
国
内
の
が
ん
死

亡
数
は
、
約
38
万
人
〈
厚
労
省
「
人

口
動
態
統
計
」
よ
り
〉
で
あ
り
、
が
ん

患
者
の
中
で
、
大
腸
が
ん
（
15
．

５
％
）
と
胃
が
ん
（
12
．９
％
）

は
高
い
割
合
に
あ
り
ま
す
〈
数
字
は

「
が
ん
統
計
２
０
２
１
」
資
料
か
ら
換
算
〉。

　

ど
ち
ら
の
が
ん
も
初
期
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
付
い
た
時
に

は
効
果
的
な
治
療
が
で
き
る
時
期

が
過
ぎ
て
い
る“
手
遅
れ
”の
ケ
ー

ス
は
、
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
が

ん
の
早
期
発
見
の
た
め
に
内
視
鏡

検
査
は
有
用
で
す
。

実際の写真

実際の写真

取材協力・綾瀬厚生病院

取材協力・綾瀬厚生病院

映像モニター

操作部

内視鏡
機器について

綾瀬厚生病院
外科

田中 圭一 医師
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